
号外
「新型コロナウィルスの影響について」

 今回の新型コロナウィルスの影響で、日本のみならず世界が大変な事態になっております。

伊東西ロータリークラブの会員の皆様におかれましては、ご自身をはじめご家族、従業員の

健康をご心配されておられる事とお察しいたします。

我がクラブは3月に2度、例会の休会措置を致しました。3月27日に通常例会を行い、多数の

メンバーが出席をしていただき、感謝すると共に、皆さんにお会いでき本当に安心をいた

しました。その例会後、臨時理事会を開き4月例会の対応を協議致しました。

〇卓話の時間を無くして、30分の例会にしては〇卓話の時間を無くして、30分の例会にしては

〇例会は自己責任で出席してもらう

〇屋外での例会にしては

色々な意見がでました。会長としては、静岡第一グループのクラブは今のところ4月から通常例会を行うことや、

伊東市内の感染者がいないこと、新型コロナウィルスが長期にわたる予想などを考慮すると、例会は体調に不安の

ある方や職業において高齢者や多くの人と日々接触がある方については慎重に判断して頂き、出席自由な例会を

行いたいと考えていました。

しかし、会員及び関係者の皆様の安全、安心を第一に考えるべきだと、理事の皆さんからのもっともな意見があり、しかし、会員及び関係者の皆様の安全、安心を第一に考えるべきだと、理事の皆さんからのもっともな意見があり、

4月17日までの休会を決断いたしました。その後の例会については4月17日に再度臨時理事会を開き、その時の状況

を踏まえ、我がクラブの例会について慎重に検討をいたします。

私の人生に於いて一番多く接するのは「家族」、その次は「従業員」、その次は「ロータリーの皆さん」です。

その皆さんに会えないのは本当に本当に残念で寂しく思います。

今回の件は、この先が見えない中、幹事をはじめ理事役員の方々と相談をしつつ今後のロータリー活動を進めて

いきたいと思います。会員の皆様のご理解ご協力を宜しくお願い致します。

そして会員の皆様、くれぐれもご自愛ください。そして会員の皆様、くれぐれもご自愛ください。
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国際奉仕委員会から　理事会での報告をいたします。

３月27日の臨時理事会にて、会長である私の希望で東南アジアにおける国際奉仕事業を

稲葉委員長にお願いした件で、報告がありました。

ASEANの中でもラオス、カンボジア、ミャンマーが経済的にも恵まれず、教育や医療に

困っているとの事でした。稲葉委員長が仕事の関係でミャンマーに訪れ、ヤンゴンRCに

メークアップした時に日本から移籍をした木下陽康氏と知り合い、ミャンマーの小さな村

（ミャウンミャ村　ヤンゴンからバスで片道6時間）で頑張っている日本人の女医さんが（ミャウンミャ村　ヤンゴンからバスで片道6時間）で頑張っている日本人の女医さんが

いるので何とか応援をしたいとの情報をもとに事業計画を立ててくれました。

新潟出身でミャンマー　ファミリー・クリニックと菜園の会（MFCG)

　　代表理事・医師　名知　仁子　さん　

　　　https://www.youtube.com/watch?v=-5RRCDHuFYY

マザー・テレサの本にあった、「あなたの愛を誰かに与えれば、それはあなたを豊かに

する」という一節に感銘を受けると同時に、日本の医療のさまざまな問題に疑問を感じ、

国際医療を志したそうです。国際医療を志したそうです。

10万円の寄付はミャンマーの地域医療や生活環境改善に使いたいとの事です。

継続事業でなく、単年度でMFCGにと思っています。皆様の貴重なお金をアジアの恵まれ

ない人々のために有効に使いたいと思います。

-------------------------------
　　　◇　編集後記　◇

今回は手作りで作ってみました。

これから例会が休会中は号外を出す予定です。

ただし、配布に付きましては伊東西ＲＣのwebサイトに

掲載致します。郵送は今回のみです。

　　◇お知らせ◇　　　　（左の写真について）

新型ウィルスの影響により、サージカルマスクが新型ウィルスの影響により、サージカルマスクが

不足しております。このことを踏まえ、弊社中国

駐在所に手配し、４月６日（月）に医療用の

サージカルマスクが、緊急入荷致します。

限られた枚数にはなりますがお困りの方は

会長石井までお申し出ください。


